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第13号
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議会だより
CHIKUZEN GIKAI DAYORI
●編集発行 筑前町議会広報特別委員会

電 話 0946－42－6622

議 案 審 議 ６
月
定
例
会
は
６
月
25
日
よ
り
30
日
ま
で
の
６
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
、
20
年
度
の
一
般
会
計

補
正
予
算
等
、
諮
問
２
件
、
報
告
４
件
、
議
案
27
件
、
請
願
１
件
、
発
議
１
件
が
提
案
さ
れ
、
審

議
の
結
果
、
請
願
１
件
は
少
数
不
採
択
、
他
は
原
案
通
り
可
決
し
た
。
一
般
質
問
は
財
政
、
医
療
、

安
全
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
等
の
政
策
に
、
８
人
の
議
員
が
質
問
し
た
。

筑
前
町
監
査
委
員
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

全
員
賛
成

筑
前
町
附
属
機
関
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成

人
権
擁
護
委
員浦

山
眞
理
子
氏

人
権
擁
護
委
員上

野
　
幸
子
氏

筑
前
町
重
度
心
身
障
害
者
医

療
費
の
支
給
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

賛
成
多
数

「
反
対
討
論
」
河
内
直
子
議
員

最
も
弱
者
と
言
わ
れ
る
障

害
者
へ
の
負
担
増
は
貧
困
と

格
差
に
ま
す
ま
す
追
い
討
ち

を
か
け
る
。

筑
前
町
附
属
機
関
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成 合併特例債による三輪中学校校舎改築工事

筑
前
町
消
防
団
の
定
員
任
用
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成

筑
前
町
企
業
誘
致
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

全
員
賛
成

町
道
路
線
認
定
に
つ
い
て

野
町
・
村
中
線
、
下
原
田
２

号
線
、
向
原
団
地
１
号
線

全
員
賛
成

筑
前
町
母
子
家
庭
医
療
費
の

支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

賛
成
多
数

「
反
対
討
論
」
河
内
直
子
議
員

弱
者
に
さ
ら
に
追
い
討
ち

を
か
け
る
こ
の
条
例
の
改
正

に
は
賛
成
出
来
な
い
。

諮
　
問

平成20年度一般会計　３億1,485万円の補正

主な補正額
ファーマーズマーケット出資金 30,000千円
環境衛生費（筑紫苑施設組合負担金） 22,960千円
防衛施設周辺道路改修事業費 78,776千円
都市計画総務費（四三嶋工業団地道路新設改良工事等） １億45,935千円
中牟田小学校管理費（バルコニー補修他） 3,867千円
東小田小学校管理費（駐車場整備） 11,640千円
三輪小学校管理費（バルコニー補修他） 3,589千円
夜須中学校教育振興費（特別支援教育支援員） 1,087千円

平
成
20
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て

賛
成
多
数

「
反
対
討
論
」
河
内
直
子
議
員

こ
の
議
案
は
重
度
心
身
障

害
者
医
療
及
び
母
子
家
庭
医

療
費
に
係
わ
る
補
正
予
算
と

な
っ
て
い
る
。
町
民
へ
の
負

担
増
中
止
を
求
め
反
対
す
る
。

議
案
審
議

東小田小　駐車場予定地
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総
務
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長
　
山
本
　
卓

５
月
９
日

所
管
八
課
の
諸
政
策
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
、
検
討
協
議
を
行
な
っ
た
。
主
な
事

項
の
み
左
記
に
ま
と
め
た
。

総
務
課

一
、
筑
前
町
職
員
服
務
規
程
に
則
り
服

務
義
務
・
公
務
員
倫
理
に
つ
い
て

周
知
徹
底

二
、
職
員
の
健
康
管
理

健
康
診
断
の
ほ
か
、
と
く
に
専
門

医
に
よ
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
（
精

神
衛
生
）
研
修
を
計
画
的
に
実
施
。

三
、
行
政
改
革
集
中
改
革
プ
ラ
ン
18
・

19
年
度
分
検
証

四
、
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

五
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

企
画
政
策
課

一
、
住
民
自
治
基
本
条
例

「
自
治
体
の
憲
法
」
と
も
言
わ
れ

る
。
住
民
と
行
政
と
の
そ
れ
ぞ
れ

の
責
任
と
役
割
を
明
確
に
し
、
素

案
検
討
中
。

二
、
筑
前
町
山
麓
線
北
部
・
城
山
地
域

活
性
化
構
想
計
画

三
、
総
合
計
画
・
実
施
計
画

四
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
事
業

大
刀
洗
平
和
記
念
館
再
整
備
、
21

年
10
月
開
館
予
定
。

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
整

備
、
21
年
４
月
開
店
予
定
。

財
政
課

健
全
な
財
政
運
営
・
財
源
確
保
・
中
長

期
的
な
財
政
計
画
。

住
民
課
、
ま
ち
づ
く
り
課
、
税
務
課
、

納
税
推
進
室
、
総
合
支
所
総
務
課
は
割
愛

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

委
員
長
　
内
堀
靖
子

学
校
訪
問
　
　
　
　
　
　

７
月
３
日

夜
須
中
学
校

昨
年
度
の
学
校
訪
問
時
に
比
べ
、
掃
除

が
行
き
届
き
、
生
徒
た
ち
が
落
ち
着
い
て

授
業
に
取
り
組
む
様
子
が
う
か
が
え
た
。

本
年
度
の
重
点
目
標
を
①
基
礎
・
基
本

の
確
実
な
定
着
と
学
力
の
向
上
を
図
る

（
授
業
づ
く
り
）
②
心
の
教
育
の
推
進
と

生
徒
指
導
の
充
実(

基
本
的
生
活
習
慣
と

規
範
意
識
を
身
に
つ
け
さ
せ
る)

③
学
校

の
情
報
伝
達
と
生
徒
・
保
護
者
と
の
信
頼

関
係
の
確
立
（
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
）
と

し
、
生
徒
や
学
校
・
地
域
の
実
態
や
特
性
を

把
握
し
、
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

『
環
境
が
教
育
』
で
あ
る
と
い
う
観
点

か
ら
、【
時
を
守
り
、
場
を
清
め
、
礼
を

正
す
】
を
モ
ッ
ト
ー
に
学
校
運
営
が
な
さ

れ
て
い
る
。
す
べ
て
に
通
じ
る
も
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
た
。

三
輪
中
学
校

本
年
度
の
重
点
目
標
を
①
基
礎
・
基
本

の
確
実
な
定
着
を
図
る
学
習
指
導
の
充
実

②
自
他
を
大
切
に
す
る
と
と
も
に
思
い
や

り
の
心
を
持
っ
た
生
徒
の
育
成
③
心
身
と

も
に
た
く
ま
し
い
生
徒
の
育
成
と
し
、
自

律
を
促
す
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
中
学
校
３
年
間
を
義
務
教
育
の
ま

と
め
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

学
力
向
上
プ
ラ
ン
で
は
、
昨
年
度
の
生

活
・
学
習
実
態
調
査
で
、
家
庭
で
の
学
習

習
慣
の
定
着
が
不
十
分
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
家
庭
学
習
を
計
画
的
に

進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
し
て
い

く
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

耐
震
性
を
考
慮
し
た
校
舎
の
建
て
替
え

も
始
ま
っ
て
い
る
。

両
校
と
も
、
今
問
題
と
な
っ
て
い
る

「
ケ
ー
タ
イ
」
の
問
題
も
あ
り
、
家
庭
と

一
体
と
な
っ
て
、
対
応
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
そ
う
だ
。
今
年
１
年
の
両
校
の
成
長

に
期
待
し
、
支
援
し
て
い
き
た
い
。

総
務
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

暑さにも負けず授業に取り組む夜須中生徒

パソコン学習に真剣に取り組む三輪中生徒

大刀洗平和記念館　安全祈願祭



※本社：愛知県名古屋市のマルヤス工業株式会社グループ企業の㈱マセック第2工場が、去る平

成20年6月13日福岡県庁での立地協定締結式において、筑前町四三嶋字向原の土地約20,000

平方メートル（筑前町が企業誘致目的にて造成計画）に進出することが決定した。

投資額：約10億円、従業員当初10～15人程度（将来100人程度）製造品目：防振ゴム部品、

操業開始時期：平成21年8月予定。

※国道500号線甘木鉄道太刀洗駅の北側三輪南公園の隣接土地4,403㎡に宝くじ助成事業で建

設。建築面積388.97㎡で交流室41.42㎡と21.90㎡、迎賓室（ホール）87.22㎡と55.67㎡、

事務室、調理室などを備える。運営は地元中心

で行うが、当分の間町が支援する計画。

※国道386号線「安の里公園入口」交差点夜須橋

西側横の町有地840㎡の内375㎡を福岡県が借

りて、夜須交番（事業費約2,200万円・ＲＣ平

屋60㎡）を平成21年3月完成予定。

交番は7人体制。
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情
報
コ
ー
ナ
ー

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
　
伊
藤
滿
孝

４
月
23
日
　
委
員
会
を
開
催
し
、
所
管

課
か
ら
本
年
度
の
主
要
施
策
の
説
明
を
受

け
、
現
場
視
察
を
行
っ
た
。
今
回
は
、
財

政
課
管
財
係
よ
り
入
札
制
度
の
概
要
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
た
。

建
設
課

道
路
整
備
事
業
と
し
て
、
篠

隈
・
下
高
場
線
や
、
南
北
線
を
含
め
十

四
路
線
を
整
備
し
て
い
く
。
町
営
住
宅

建
て
替
え
事
業
と
し
て
、
本
年
度
井
手

団
地
（
二
期
工
事
）
の
完
成
を
め
ざ
す
。

農
林
商
工
課

今
年
度
か
ら
県
が
導
入
し

た
「
森
林
環
境
税
」
を
財
源
と
す
る
荒

廃
森
林
事
業
は
、
放
置
さ
れ
た
森
林
及

び
伐
採
後
の
無
植
林
地
を
再
生
し
、
森

林
を
回
復
さ
せ
る
も
の
。
ま
た
県
民
参

加
で
の
企
画
に
よ
る
森
づ
く
り
事
業

は
、
森
林
の
整
備
や
森
林
環
境
教
育
な

ど
の
活
動
費
の
一
部
助
成
、
森
林
に
関

す
る
行
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
、
情
報
を
発
信
す
る
も
の
で
あ
る
。

町
で
は
今
年
度
、
荒
廃
森
林
再
生
整
備

事
業
に
取
り
組
む
。
実
施
面
積
40
ha
で
、

そ
の
後
も
年
間
40
ha
程
度
を
計
画
、
実

施
期
間
は
10
年
間
。

都
市
計
画
課

①
地
域
経
済
の
活
性
化
と

雇
用
の
場
の
確
保
に
向
け
た
積
極
的
な

企
業
誘
致
の
推
進
を
図
る
た
め
に
、
工

業
用
地
の
早
期
整
備
の
実
現
。
②
適
正

な
土
地
利
用
の
誘
導
と
良
好
な
住
環
境

の
保
全
を
図
り
、
用
途
地
域
を
見
直
す
。

③
「
人
と
人
、
人
と
自
然
、
人
と
歴

史
・
文
化
が
寄
り
添
い
、
暮
ら
し
が
息

づ
く
ふ
れ
あ
い
の
空
間
」
を
目
指
す
多

目
的
運
動
広
場
建
設
計
画
づ
く
り
。

下
水
道
課

平
成
23
年
度
の
事
業
完
了
を

め
ざ
し
、
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
本
年

度
か
ら
は
三
輪
地
区
の
汚
水
整
備
の
完

了
に
伴
い
、
雨
水
整
備
に
も
力
を
入
れ

て
い
く
。
ま
た
、
汚
水
処
理
構
想
見
直

し
に
基
づ
く
宝
満
川
上
流
処
理
区
に
お

け
る
区
域
等
の
事
業
計
画
の
変
更
を
行

う
。

水
道
課

平
成
21
年
度
の
一
部
給
水
開
始

を
目
前
に
控
え
、
本
年
度
は
水
道
事
業

の
基
幹
施
設
で
あ
る
調
整
池
と
配
水
池

に
お
け
る
、
ポ
ン
プ
施
設
及
び
電
気
設

備
の
整
備
を
行
な
っ
て
い
く
。
配
水
管

路
網
の
延
長
増
加
を
図
り
、
ま
た
安
全

で
安
心
な
飲
料
水
を
住
民
の
皆
様
に
利

用
し
て
い
た
だ
く
為
に
、
給
水
区
域
の

拡
大
に
努
め
る
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

企 業 誘 致

ちくぜん少年大使館（南部コミュニティセンター）建設

夜須交番建設

６／21に被災した三並・黒岩・三箇山線

夜須交番建設予定地



久
保

多
目
的
運
動
公
園
の
計
画
が
大
き

く
な
り
過
ぎ
、
町
民
の
反
発
が
目
に
見
え

て
い
る
。
現
在
の
建
設
予
定
費
は
。

都
市
計
画
課
長

昨
年
の
基
本
計
画
の
２

倍
以
上
に
な
っ
て
い
る
。

久
保

多
目
的
運
動
公
園
の
自
然
体
験
公

園
等
は
、
隣
接
し
て
い
る
民
間
の
花
立
山

温
泉
の
計
画
に
ま
か
せ
、
維
持
管
理
費
の

削
減
と
規
模
の
縮
小
を
図
る
べ
き
だ
。

町
長

維
持
管
理
費
等
も
含
め
、
見
直
し

の
最
中
で
あ
る
。
今
し
ば
ら
く
の
時
間
を
。

久
保

合
併
後
の
平
等
性
を
考
え
れ
ば
、

旧
夜
須
に
運
動
公
園
の
建
設
が
必
要
だ
。

町
長

断
言
は
控
え
た
い
、
総
合
計
画
に

基
づ
き
５
年
、
10
年
計
画
で
進
め
て
行
く
。

久
保

子
供
が
、
住
民
が
危
な
い
、
最
も

危
険
な
山
家
道
交
差
点
に
対
し
、
早
急
に

出
来
る
事
か
ら
安
全
対
策
を
。

町
長

土
木
事
務
所
に
働
き
か
け
、
で
き

る
こ
と
は
早
く
改
善
し
て
も
ら
う
。

久
保

町
に
活
性
、
そ
し
て
町
民
の
足
と

し
て
の
有
料
巡
回
バ
ス
の
路
線
化
を
。

企
画
政
策
課
長

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
税
負
担
も
伴
う
。
前
向
き
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

久
保

施
設
の
維
持
管
理
等
に
対
す
る
経

費
削
減
の
た
め
、
行
政
の
縦
横
連
携
を
。

町
長

税
金
を
極
力
削
減
で
き
る
よ
う
、

気
を
つ
け
て
い
る
。

梅
田

文
科
省
か
ら
学
校
に
配
布
の
「
ア
レ

ル
ギ
ー
疾
患
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
取
り
組
み

は
。

教
育
長

活
用
を
学
校
に
通
知
し
た
。
学
校

生
活
管
理
指
導
表
を
含
め
充
分
研
究
し
、
県

の
指
導
も
受
け
て
い
き
た
い
。

梅
田

医
療
費
削
減
の
た
め
国
・
県
は
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
推
進
を
打
ち
出
し

て
い
る
。
町
の
取
り
組
み
は
。

健
康
推
進
課
長

今
後
国
保
運
営
委
員
会
で

の
協
議
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
う
。

梅
田

若
い
女
性
の
乳
ガ
ン
が
増
え
て
い
る
。

以
前
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
診
は
30
歳
以

上
、
500
円
で
あ
っ
た
の
が
、
40
歳
以
上
２
千

円
と
な
っ
て
い
る
。
見
直
し
を
。

健
康
推
進
課
長

厚
労
省
の
指
針
は
40
歳
以

上
と
な
っ
て
い
る
。
検
診
料
は
近
隣
市
町
村

の
平
均
価
格
を
採
用
し
た
。

梅
田

私
は
以
前
よ
り
巡
回
バ
ス
運
行
を
主

張
し
て
き
た
。
町
の
見
解
は
。

町
長

前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

梅
田

ラ
ン
チ
ル
ー
ム
を
食
育
に
活
か
す
意

義
が
込
め
ら
れ
て
い
る
が
、
活
用
成
果
は
。

教
育
長

食
事
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
が
整
い
、

残
量
も
減
っ
て
い
る
。

梅
田

自
給
率
向
上
、
米
消
費
拡
大
に
学
校

給
食
へ
米
粉
パ
ン
を
。

教
育
課
長

現
段
階
で
は
考
え
て
い
な
い
。
今

後
学
校
給
食
会
で
検
討
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

山
本

多
目
的
運
動
広
場
公
園
事
業
の
、

こ
れ
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
。

都
市
計
画
課
長

平
成
18
年
に
基
本
構

想
、
19
年
に
測
量
基
本
計
画
、
基
本
設
計
、

下
高
場
の
小
隈
集
落
付
近
の
梨
園
等
を
整

備
す
る
。
規
模
は
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
程
度
の

公
園
を
作
る
。

山
本

今
後
の
方
針
に
つ
い
て
。

都
市
計
画
課
長

22
年
度
に
工
事
着
手

し
、
平
成
24
年
度
開
園
に
向
け
事
業
を
進

め
て
い
た
が
、
規
模
等
が
増
大
し
た
為
、

検
討
し
て
い
る
。
開
園
が
一
年
延
期
に
な
る
。

山
本

財
源
等
に
つ
い
て
は
。

都
市
計
画
課
長

事
業
費
８
億
円
程
度
。

内
訳
は
、
国
庫
補
助
金
の
都
市
公
園
事
業

費
と
い
う
事
で
進
め
て
い
る
。
残
り
は
合

併
特
例
債
。
町
の
手
出
し
と
な
る
。

山
本

野
球
場
の
考
え
方
は
。

都
市
計
画
課
長

社
会
人
軟
式
野
球
場
を

想
定
し
た
施
設
を
検
討
し
て
い
る
。

山
本

利
用
者
が
、
筑
前
町
以
外
か
ら
来

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
使
用
料
等
は
。

都
市
計
画
課
長

後
の
管
理
、
手
入
れ
な

ど
、
相
当
な
経
費
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

地
元
の
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
な
ど
に

お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
三
輪

グ
ラ
ン
ド
は
、
使
用
料
、
夜
間
照
明
料
も

頂
い
て
い
る
。

宮
原

本
町
は
数
多
く
の
事
業
を
行
っ
て

い
る
が
、
財
政
は
大
丈
夫
か
。

町
長

数
値
に
基
づ
き
ま
し
て
も
大
丈
夫
。

将
来
子
孫
が
利
用
活
用
す
る
も
の
に
限
っ

て
、
交
付
税
等
の
算
入
措
置
の
あ
る
分
で

や
っ
て
い
る
。

宮
原

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
面
か
ら
見
た
本

町
の
財
務
は
良
好
だ
が
、
将
来
は
。

財
政
課
長

返
済
の
ピ
ー
ク
は
、
乗
り
越

え
ら
れ
る
。

宮
原

本
町
も
全
国
的
に
広
が
り
を
見
せ

て
い
る
寄
附
条
例
を
す
べ
き
で
は
。

町
長

本
町
も
９
月
議
会
に
是
非
提
案
し

た
い
。
本
町
は
、
平
和
と
鎮
魂
を
目
指
す

平
和
記
念
館
の
建
設
、
安
心
安
全
の
、
み

な
み
の
里
を
全
国
に
発
信
し
て
い
き
た
い
。

宮
原

多
目
的
運
動
公
園
広
場
建
設
計
画

の
計
画
変
更
で
地
元
地
権
者
の
方
々
は
大

変
動
揺
さ
れ
て
い
る
が
。

町
長

私
達
も
そ
の
点
を
一
番
相
済
ま
な

な
く
思
っ
て
い
ま
す
し
、
又
、
厳
し
く
判

断
も
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

願
わ
く
ば
、
一
桁ケ

タ

台
に
持
っ
て
い
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

宮
原

地
元
関
係
者
に
対
す
る
今
後
の
対

応
策
は
。

町
長

極
力
地
元
の
方
々
に
誠
心
誠
意
お

話
し
会
い
を
し
な
が
ら
解
決
策
を
見
出
し

て
い
き
た
い
。
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一
般
質
問

山
本
　
紘
一
議
員

宮
原
　
均
議
員

久
保
　
大
六
議
員

梅
田
美
代
子
議
員



平
山

上
水
道
、
下
水
道
の
進
捗
状
況
や

今
後
の
計
画
、
問
題
点
に
つ
い
て
。

上
水
道
課
長

上
水
道
の
進
捗
率
20
％
。

朝
日
、
二
地
区
は
23
年
度
以
降
の
着
手

予
定
に
し
て
い
る
。
地
震
に
つ
い
て
は
水

道
資
材
、
配
水
地
等
で
は
十
分
対
応
で
き

る
。
総
事
業
費
73
億
円
予
定
。

下
水
道
課
長

23
年
度
に
は
ほ
ぼ
完
了
。

下
水
道
未
接
続
世
帯
２，

３
７
９
戸
で

約
31
％
に
な
る
。
下
水
道
滞
納
者
は
３
５

４
戸
で
約
２，
０
６
０
万
円
の
額
に
な
る
。

平
山

農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
作
成
に
つ

い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
は
。

農
林
商
工
課
長

最
初
に
（
仮
称
）
筑
前
町
農

業
・
農
村
振
興
基
本
条
例
を
作
る
予
定
で
、
そ

の
後
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
た
い
。

平
山

米
の
消
費
販
売
に
つ
い
て
、
兵
庫

県
篠
山
市
で
本
年
４
月
か
ら
学
校
給
食
に

米
粉
パ
ン
を
導
入
、
本
町
で
の
試
み
は
。

町
長

現
在
製
粉
技
術
に
問
題
点
が
あ
る

が
、
是
非
米
麦
を
使
う
よ
う
に
努
力
し
、

啓
発
し
て
い
き
た
い
。

平
山

農
業
大
型
機
械
の
更
新
時
に
は
、

せ
め
て
購
入
金
利
の
助
成
の
検
討
は
。

町
長

町
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今

度
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
中
で
研
究
し
た
い
。

平
山

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
い

つ
出
来
る
の
か
。

都
市
計
画
課
長

20
年
を
目
標
の
予
定
。

山
本

特
定
健
診
（
メ
タ
ボ
検
診
）
の
実

施
日
等
の
全
体
計
画
の
周
知
に
つ
い
て
。

健
康
推
進
課
長

国
保
の
被
保
険
者
を
対

象
に
集
団
検
診
の
形
で
、
め
く
ば
ー
る
と

コ
ス
モ
ス
で
実
施
。
40
歳
〜
64
歳
の
方
は

５
月
に
、
65
歳
〜
74
歳
の
方
は
６
月
に
実

施
。
補
完
は
11
月
に
。
料
金
は
千
円
。
20

年
度
の
目
標
は
受
診
率
33
％
、
保
健
指
導

率
20
％
に
設
定
。

山
本

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
。

町
長

私
も
対
象
者
の
一
人
で
す
が
、
行

政
執
行
者
と
し
て
法
律
を
守
る
一
面
と
政

治
家
と
し
て
の
一
面
も
あ
る
。
こ
の
制
度

を
支
え
る
世
代
の
人
口
減
と
高
齢
者
の
増

加
の
流
れ
で
見
る
と
継
続
し
て
制
度
が
保

て
る
か
難
し
い
の
で
は
。
社
会
的
弱
者
へ

の
十
分
な
手
立
て
を
講
じ
つ
つ
、
手
直
し

を
し
な
が
ら
や
っ
て
行
く
べ
き
だ
ろ
う
。

山
本

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
〝
み

な
み
の
里
〞
の
会
員
の
登
録
状
況
は
。

企
画
政
策
課
長

６
月
26
日
現
在
155
名
の

出
荷
者
仮
登
録
と
な
っ
て
い
る
。
小
学
校

区
別
で
は
、
三
並
校
区
82
名
、
中
牟
田
16

名
、
東
小
田
18
名
、
三
輪
28
名
で
事
業
者
、

法
人
組
織
も
あ
る
。
開
店
ま
で
に
は
200
名

以
上
を
確
保
し
た
い
。
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一
般
質
問

平
山
　
精
一
議
員

山
本
　
卓
議
員

河
内

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
導
入
に
よ

る
、
国
保
財
政
へ
の
影
響
に
つ
い
て
。

健
康
推
進
課
長

プ
ラ
ス
の
部
分
と
マ
イ

ナ
ス
の
部
分
が
あ
る
。
今
後
、
国
の
動
向

を
見
な
い
と
分
か
ら
な
い
が
、
20
年
度
の

結
果
を
見
な
い
と
推
移
の
結
論
は
今
、
出

し
き
ら
な
い
。

河
内

与
党
の
見
直
し
で
は
、
お
年
寄
り
の

苦
し
み
は
な
く
な
ら
な
い
。
廃
止
以
外
に
道

は
な
い
と
考
え
る
が
、
町
長
の
見
解
は
。

町
長

来
年
の
９
月
ま
で
に
は
選
挙
が
あ

る
。
そ
の
結
果
に
従
う
の
が
筋
道
。

河
内

介
護
保
険
の
施
設
給
付
見
直
し
、

予
防
給
付
の
導
入
を
は
じ
め
と
と
す
る
負

担
増
と
給
付
抑
制
は
、
利
用
者
・
事
業
者

双
方
に
困
難
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
09
年

度
改
正
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
か
。

福
祉
課
長

７
月
10
日
の
県
の
指
針
を
受

け
、
来
年
度
か
ら
の
３
ヶ
年
事
業
計
画
を

立
て
て
い
く
。

河
内

介
護
保
険
の
こ
れ
以
上
の
後
退
・

改
悪
は
許
さ
れ
な
い
。
町
長
の
見
解
は
。

町
長

今
後
と
も
町
村
会
等
を
通
じ
て
し
っ

か
り
と
も
の
を
言
っ
て
い
き
た
い
。

河
内

義
務
づ
け
さ
れ
た
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
普
及
と
低
所
得
者
へ
の
配
慮
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長

消
防
団
の
協
力
を
得

て
設
置
普
及
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

町
長

前
向
き
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

一
木

19
年
度
の
入
札
結
果
で
、
町
業
者

へ
の
発
注
率
は
。
又
、
20
年
度
発
注
工
事
、

委
託
の
総
件
数
及
び
総
予
算
は
。

財
政
課
長

町
内
業
者
が
い
な
い
事
業
を

除
く
と
122
件
の
内
117
件
を
発
注
、
96.7
％
の

発
注
率
。
20
年
度
工
事
、
委
託
業
務
は
合

計
106
件
で
総
額
55
億
８
千
万
円
程
度
。

一
木

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
は

Ｊ
Ａ
、
商
工
会
そ
れ
ぞ
れ
500
万
円
出
資
協

力
。
工
事
発
注
は
、
商
工
会
関
係
の
参
加

機
会
を
、
可
能
な
限
り
努
力
を
す
べ
き
だ
。

副
町
長

出
資
い
た
だ
い
た
理
念
は
同

じ
。
規
模
、
技
術
要
件
に
ふ
さ
わ
し
い
事

業
者
を
確
保
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

一
木

広
報
ち
く
ぜ
ん
５
月
号
の
入
札
結

果
に
は
、
随
意
契
約
が
含
ま
れ
て
い
な
い

が
、
報
告
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

副
町
長

住
民
へ
全
体
像
が
分
か
る
様
に

入
札
、
随
契
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
情
報
を

丁
寧
に
広
報
す
る
の
は
大
切
。
工
夫
す
る
。

一
木

い
ろ
ん
な
合
併
特
例
関
連
事
業
が

あ
が
っ
て
き
て
い
る
が
、
手
続
き
の
手
法

は
。
又
、
最
近
飛
込
み
が
多
い
が
。

財
政
課
長

特
例
債
を
活
用
す
る
要
件
で

あ
る
こ
と
。
手
続
き
は
４
月
、
９
月
に
県

と
国
と
協
議
を
し
て
い
た
だ
く
。

町
長

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
10
年
間
に
基
づ

き
、
取
捨
選
択
し
、
拡
大
四
役
会
、
課
長

会
、
庁
議
等
に
諮
り
議
論
し
決
め
る
。

河
内
　
直
子
議
員

一
木
　
哲
美
議
員
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企
業
誘
致
条
例
が
本
会
議
で

可
決
さ
れ
た
。
町
外
に
勤
務
す

る
通
勤
時
間
を
家
族
及
び
地
域

活
動
に
費
や
し
、
生
活
に
余
裕

の
時
間
を
確
保
し
た
い
。「
町
内

に
働
く
職
場
を
」「
自
転
車
で
通

勤
で
き
る
職
場
を
」
実
現
す
る

第
一
歩
の
条
例
可
決
で
す
。
マ

ル
ヤ
ス
工
業
株
式
会
社
の
企
業

誘
致
協
定
も
調
印
さ
れ
た
。
今

後
の
町
政
に
活
力
と
潤
い
を
。

（
松
本
昌
治
）

事 業 名 備考（完成） 起債対象 
事業費 

財 源 内 訳 

補助・交付金 合併特例債 一般財源 

事業費合計 2億5,762万円 67億6,835万円 10億　633万円 55億  440万円 

※起債対象事業費の95％は合併特例債として借入でき、元利償還金の70％は普通交付税で措置される。  
　☆マークの起債対象事業費は計画であり、入札等で変更の可能性がある。 

☆朝園地区小規模住宅改良  （19年度～21年度） 693万円 2億6,903万円 1億3,310万円 1億2,900万円 

☆ファーマーズマーケット整備  （19年度～20年度） 2,637万円 5億2,387万円 0 4億9,750万円 

☆大刀洗平和記念館再整備  （19年度～21年度） 4,613万円 9億2,123万円 0 8億7,510万円 

☆三輪小学校校舎改築整備  （20年度～22年度） 2,152万円 5億2,982万円 1億円 4億 830万円 

☆南北線道路整備  （19年度～23年度） 1,235万円 4億9,500万円 2億4,805万円 2億3,460万円 

☆まちづくり道路整備（新町地区）  （18年度～21年度） 480万円 1億4,909万円 5,599万円 8,830万円 

☆三輪中学校校舎立替工事  （18年度～21年度） 3,728万円 9億3,503万円 1億9,205万円 7億 570万円 

☆主要生活道路整備（20年度） 1,510万円 2億9,920万円 0 2億8,410万円 

☆夜須中学校給食施設等整備 2,242万円 4億5,806万円 1,104万円 4億2,460万円 

主要生活道路整備（19年度） 852万円 平成20年 3月 1億6,992万円 0 1億6,140万円 

まちづくり地域生活基盤施設整備 185万円 平成20年 3月 3,956万円 330万円 3,440万円 

まちづくり地域創造支援整備 2,348万円 740万円 1,520万円 88万円 平成18年10月 

消防ポンプ自動車整備 85万円 1,575万円 0 1,490万円 平成18年10月 

東小田小学校学童保育所整備 135万円 2,665万円 0 2,530万円 平成18年10月 

三並小学校給食施設等整備 797万円 1億6,559万円 722万円 1億5,040万円 平成19年 2月 

三輪小学校プール施設整備 477万円 2億1,116万円 1億1,629万円 9,010万円 平成19年 2月 

東小田小学校給食施設等整備 1,737万円 3億5,806万円 1,138万円 3億2,930万円 平成19年 3月 

主要生活道路整備（18年度） 1,406万円 2億8,126万円 0 2億6,720万円 平成19年 3月 

夜須中学校グラウンド整備 234万円 4,494万円 0 4,260万円 平成20年 3月 

中牟田小学校学童保育所整備 81万円 2,294万円 833万円 1,380万円 平成19年 9月 

篠隈保育所施設整備 280万円 4億1,187万円 4,357万円 3億6,550万円 平成20年 3月 

中牟田小学校給食施設等整備 29万円 3億9,277万円 6,028万円 3億3,220万円 平成20年 3月 

三輪小学校学童保育所整備 86万円 2,408万円 833万円 1,490万円 平成19年 9月 

テニスコート 
整備含む 
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